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安
倍
首
相
は
、
私
的
諮
問
機
関
「
安

保
法
制
懇
」
の
報
告
書
提
出
を
受
け
、

今
夏
ま
で
に
「
閣
議
決
定
」
に
よ
っ
て

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
決
定

し
、
自
衛
隊
法
な
ど
の
改
正
案
を
臨
時

国
会
に
提
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
歴

代
政
権
は
、「
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
憲

法
解
釈
上
で
き
な
い
」
と
し
て
き
た
。

こ
れ
を「
で
き
る
」
と
す
る
の
は
解
釈
の

変
更
を
超
え
、改
憲
す
る
の
に
等
し
い
。

憲
法
で
権
力
に
縛
り
を
か
け
る
立
憲
主

義
を
無
視
し
、
憲
法
の
根
幹
を
破
壊
す

る
暴
挙
を
ゆ
る
さ
ず
、「
戦
争
を
さ
せ
な

い
全
国
署
名
」を
全
力
で
取
り
組
も
う
。

２日㈪　第18回執行委員会（札幌市）
４日㈬　道本部政治フォーラム総会（札幌市）
６日㈮　道本部第119回中央委員会（札幌市）
７日㈯　道本部学校活動家養成講座（札幌市）
８日㈰　�連合北海道「医療・介護シンポジュウ

ム」（札幌市）
10日㈫　第19回執行委員会（札幌市）
14日㈯　道本部学校活動家養成講座（札幌市）
17日㈫　第１回道本部厚生対策委員会（札幌市）
18日㈬　連合北海道第56回地方委員会（札幌市）
20日㈮　�都市連絡協議会夏季交流集会（～21日、

函館市）

６月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

本号の紙面

シンポジウムには市民ら200人が参加した

モデレーターは山口教授、パネリストは、西谷教授、杉田教授がつとめた

デモ行進では「集団的自衛権の行使容認は認めないぞ」「戦争できる国づくりはさせないぞ」と市民らに訴えた＝５月20日・札幌市

「
私
」が
決
め
る
政
治
の
危
う
さ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

立
憲
主
義
の
破
壊
は
許
さ
な
い
！

権
力
暴
走
阻
止
！
声
を
上
げ
つ
づ
け
よ
う
！

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
緊
急
街
頭
行
動

集
団
的
自
衛
権
は
平
和
主
義
の
否
定

命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
安
倍
首
相

が
言
う
強
い
日
本
の
国
と
は

違
う
。
強
い
国
と
は
、
世
界

か
ら
信
頼
さ
れ
、
認
め
ら
れ
、

世
界
を
平
和
的
に
リ
ー
ド
す

る
こ
と
だ
。
集
団
的
自
衛
権

の
容
認
を
国
民
的
議
論
、
国

会
で
の
議
論
を
封
殺
し
て
閣

議
決
定
し
、
憲
法
の
解
釈
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
は
断
固
反
対
し
、
世
論
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

た
立
憲
主
義
は
日
本
と
い
う

国
の
形
だ
。
こ
の
国
の
形
を

そ
の
時
の
政
府
に
よ
っ
て
変

え
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
憲

法
９
条
１
項
の
否
定
、
憲
法

最
高
法
規
定
を
否
定
す
る
も

の
だ
。
３
０
０
年
か
け
て
築

い
て
き
た
立
憲
主
義
を
破
壊

す
る
行
為
は
断
じ
て
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
強
調
し

た
。

　

民
主
党
北
海
道
・
勝
部
幹

事
長
は
、「
集
団
的
自
衛
権
を

行
使
す
れ
ば
、
自
衛
隊
員
の

る
」
と
述
べ
た
。

は
で
き
な
い
。
今
後
も
危
機

意
識
を
持
ち
運
動
を
展
開
す

た
。
中
身
は
、
民
主
制
度
の

否
定
、
立
憲
主
義
に
対
す
る

反
逆
だ
」
と
批
判
し
た
。
ま

た
、
歴
史
的
に
積
み
重
ね
て

き
た
憲
法
解
釈
の
重
み
、
先

人
た
ち
の
英
知
を
足
蹴
に
し

て
無
視
し
て
き
た
。
正
当
性

の
な
い
安
保
法
制
懇
は
私
的

集
団
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と

　

法
政
大
学
・
山
口
二
郎
教

授
ら
で
構
成
す
る
「『
市
民

が
主
役
の
政
治
』
を
つ
く
ろ

う
！
北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
問

題
を
考
え
る
た
め
、
５
月
16

日
、
札
幌
市
・
自
治
労
会
館

で
「
日
本
の
社
会
と
政
治
、

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
考
え

る
～
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
私
』

が
決
め
る
政
治
の
危
う
さ
」

を
開
き
、
市
民
ら
２
０
０
人

が
参
加
し
た
。

は
「
権
力
が
数
の
力
だ
け
で

暴
走
す
る
と
き
に
は
、
大
衆

や
世
論
が
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

杉
田
教
授
は
「
安
倍
政
権

が
15
日
に
示
し
た
解
釈
改
憲

方
針
は
、
内
閣
法
制
局
の
ブ

レ
ー
キ
装
置
を
意
に
沿
わ
せ

よ
う
と
す
る
政
権
体
質
の
表

れ
だ
」
と
批
判
し
た
。
ま

た
、「
憲
法
９
条
な
ど
の
原
則

は
、
時
の
政
権
の
意
図
で
簡

単
に
変
え
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
立
憲
主
義
だ
」
と

訴
え
た
。

　

西
谷
教
授
は
「
戦
争
が
で

き
る
国
づ
く
り
に
す
す
む
現

状
に
つ
い
て
は
、
声
を
上
げ

続
け
る
し
か
な
い
」
と
意
思

表
示
の
重
要
性
を
訴
え
、「
今

と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
議
論

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
国
民
に

浸
透
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

に

は
、
モ
デ
レ

ー
タ
ー
に
山

口
二
郎
・
法

政

大

学

教

授
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
、
西

谷
修
・
立
教

大
学
大
学
院

教
授
、
杉
田

敦
・
法
政
大

学
教
授
が
参

加
し
た
。

　

山
口
教
授

　

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
中
村
代
表
は
、「
安
保
法

制
懇
が
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
を
政
府
に
認
め
る

こ
と
を
提
出
し
た
こ
と
を
受

け
、
安
倍
首
相
は
基
本
的

方
向
性
を
記
者
会
見
で
示
し

　

安
倍
首
相
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
む
け
、
報
道
を

行
っ
た
事
に
対
し
、
北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
実
行
委
員
会
は
５
月
20
日
、

札
幌
市
・
大
通
西
３
丁
目
で
、
解
釈
変
更
に
よ
る
「
集

団
的
自
衛
権
」
の
行
使
容
認
を
許
さ
な
い
緊
急
街
頭
行

動
を
開
き
、
市
民
ら
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

自治労道本部書記を
募集しています！

【応募期間】

☆お問い合わせは道本部・
　企画総務部まで➡011-747-3211

2014年５月12日㈪
� ～６月６日㈮必着

応募方法は道本部ＨＰを
ご覧ください 戦争させない！全国署名で安倍政権の暴走を止めよう！

「戦争をさせない」全国署名実施中！
◇目標◇　組合員１人５筆以上
【第１次集約】2014年５月16日㈮
【第２次集約】2014年５月30日㈮
【最 終 集 約】2014年６月６日㈮

・
自
治
労
マ
イ
カ
ー
共
済
が
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト

・
行
事
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
共
済

・
特
集 

男
女
が
と
も
に
担
う
自
治
労
運
動

３
・
自
己
責
任
・
負
担
は
許
さ
な
い
!!

・
被
戦
地
オ
キ
ナ
ワ
青
年
の
旅

・
職
場
だ
よ
り
「
空
知
地
本
発
」

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
㊷

４

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道

委
員
会
「
呼
び
か
け
人
」
の

岩
本
・
北
星
大
学
教
授
は
、

「
今
回
の
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
は
憲
法
９
条
１
項

の
平
和
主
義
を
否
定
す
る
動

き
と
認
識
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
う
え
で
、「
今
憲
法
９

条
１
項
が
解
釈
と
い
う
も
と

で
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
極
め
て
危
機
的
な
状
況

だ
と
い
う
こ
と
を
国
民
の
み

な
さ
ん
に
受
け
止
め
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、

「
安
倍
首
相
は
何
の
権
利
も

な
い
の
に
憲
法
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
日
本
国
憲
法

の
理
念
で
あ
る
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和

主
義
そ
の
も
の
を
具
体
化
し

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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※�上記ガイドブックは
各単組に送付済

特集・男女がともに担う自治労運動

男女平等は憲法で定めた
『当り前』のこと６月は

「男女平等推進月間」

自治労の

行事・レクリエーション共済
　自治労の会員団体（単組）が主催・共済・参加を認める日帰り行事（レクリエーシ
ョン）または国内宿泊行事に参加する組合員・来賓・関係者およびその家族が行事参
加中に被った傷害（ケガ）を保障します。また、行事中の偶然な事故により、他人に
ケガをさせたり、他人の物を壊して、被保険者（保険の補償を受けられる方）が法律
上の損害賠償責任を負担することによって被った損害を保障します。

〔日帰り行事〕

〔宿泊行事〕

◆組合行事をトータルサポート

今
年
か
ら

基
本
法
理
念
踏
襲
し

�

推
進
運
動
に
全
力

道
本
部
は
通
年
闘
争
10
年
目

「
自治労

男
女
平
等
推
進
闘
争
」通
年
に

知っていますか こんな休暇
●子の看護休暇 ●育児参加休暇

　小学校就学始期までの子が、病気
やけがをした時や予防予防接種・健
康診断を受けさせるために、子が１
人であれば５日、２人以上であれば
10日まで取得することができます。
（自治体によって看護の対象は異な
ります）

　妻が出産する場合に、生まれた子
への授乳、付添い、上の子の保育所
等への送迎など、出産にかかる子や
小学校就学始期までの上の子の生活
上の世話をする場合に５日間取得す
ることができます。（制度のない自治
体あり）

【刑事事件の流れ】

全力で
あなたをサポート

公務員と失職～『４つめのリスク』

「失職リスク」に備え加入しませんか？

　交通事故を起こすと、「刑事上」・「行政上」・「民事上」の３つの処罰が課せられます。
　公務員は、４つめの処罰として、「自治体職員としての処分」が課せられます。「懲役・禁固刑」の場合、条
例に特別な定めがなければ「失職」します。
　最近は、刑事事件に対する「厳罰化」が強まっています。交通事故はもとより、スピード違反・無免許・
酒酔い運転の交通三悪でも公判請求・禁固刑がめずらしくありません。
　公務員に対する目が厳しくなってきています。公務員は住民の見本であるとの自覚と、日常的にも安全運
転の実践や啓発活動に取り組むことが求められます。

　昨年一年間を見ても、死亡事故の事例が多数報告されています。
　民間損保にも「弁護士特約」が付帯されていますが、刑事罰を意識した対応や示談対応は行いません。
　自治労共済の『自動車共済』は、「刑事訴訟弁護費用共済金」が支払われます。損害賠償だけでなく、加害
者本人・単組総支部・自治労共済・自治労共済顧問弁護士が、連携して迅速に対応を進めることができます。
公務員ならではの『４つ目の失職のリスク』に備えることはとても大切なことです。
　万が一の交通事故に「無関心」でいられても「無関係」ではいられないことを再認識しましょう。

※�民間損保は「刑事事件」を意識した
対応は行いません。

型
保障内容 １型 ２型 ３型

死亡 200万円 300万円 1,000万円

後遺障害 後遺障害の程度に応じて
８万円～200万円

後遺障害の程度に応じて
12万円～300万円

後遺障害の程度に応じて
40万円～1,000万円

入院保険金日額 1,500円 3,000円 5,000円
手
術
保
険
金

入院中に受けた手術 15,000円 30,000円 50,000円

入院中以外に受けた手術 7,500円 15,000円 25,000円

通院保険金日額 1,000円 2,000円 3,000円
賠償責任（最高）
〈オプション〉 1,000万円 1,000万円 1,000万円

型
保障内容 ４型 ５型

死亡 300万円 600万円

後遺障害 後遺障害の程度に応じて
12万円～300万円

後遺障害の程度に応じて
24万円～600万円

入院保険金日額 3,000円 5,000円
手
術
保
険
金

入院中に受けた手術 30,000円 50,000円

入院中以外に受けた手術 15,000円 25,000円

通院保険金日額 2,000円 3,000円
賠償責任（最高） 1,000万円 2,000万円

言
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月

に
道
内
初
の
自
治
体
宣
言
が

苫
小
牧
市
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
見
て
も
市
町

村
宣
言
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
は
、
１
割
以
下
で
、
国
と

の
共
催
事
業
で
実
施
さ
れ
た

自
治
体
が
多
い
こ
と
が
資
料

で
も
伺
え
ま
す
。

　

１
９
９
９
年
６
月
に
施
行

さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
理
念
と
し
て
、
①
男

女
の
人
権
の
尊
重
、
②
社
会

に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に

つ
い
て
の
配
慮
、
③
政
策
等

の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同

参
画
、
④
家
庭
生
活
に
お
け

る
活
動
と
他
の
活
動
の
両

立
、
⑤
国
際
的
強
調
の
５
本

の
柱
を
掲
げ
、
行
政
と
国
民

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
定

め
、そ
の
社
会
を
『
男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会

が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女

が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社

会
』
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
労
も
こ
の
男
女
平
等

推
進
闘
争
を
「
人
権
」
の
課

題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
自

治
労
運
動
へ
の
女
性
参
画
を

は
じ
め
、
役
員
へ
の
登
用
な

ど
、
基
本
法
で
定
め
た
理
念

を
踏
襲
す
る
形
で
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
方
本
部
、

単
組
・
総
支
部
に
お
い
て
も

こ
の
６
月
期
に
男
女
平
等
推

進
運
動
の
前
進
に
む
け
た
取

り
組
み
を
何
か
一
つ
で
も
や

り
切
ろ
う
。

21
・
８
％
、
47
都
道
府
県
中

最
下
位
と
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
第
９
条
に
地
方
公

共
団
体
の
責
務
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
進
ん
で
い
な
い
実
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
男
女
共
同
参
画
宣

料
抜
粋
〕

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

条
例
の
北
海
道
内
の
制
定
状

況
は
、
表
―
３
に
あ
る
と
お

り
１
７
９
市
町
村
中
18
市

町
、
制
定
率
10
・
１
％
、
都

道
府
県
中
40
番
目
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
計
画
の
策

定
状
況
で
は
、
１
７
９
市
町

村
中
39
市
町
村
、
策
定
率

　

男
女
平
等
推
進
闘
争
を
進

め
る
上
で
自
治
体
の
取
り
組

み
も
重
要
で
す
。
こ
こ
で

は
、
男
女
共
同
参
画
条
例
の

制
定
状
況
（
表
―
3
）
、
男
女

共
同
参
画
計
画
の
策
定
状
況

（
表
―
2
）
、
男
女
共
同
参
画

自
治
体
宣
言
の
実
施
状
況

（
表
―
4
）
を
掲
載
し
ま
し

た
。〔
表
２
～
４
内
閣
府
社
資

女
平
等
が
は
か
ら
れ
て
い
る

か
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
。
職
場
や
家
庭
に
お
い

て
、「
性
別
に
よ
る
役
割
」
が

定
ま
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、

意
識
改
革
に
も
目
を
む
け
た

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。【
表

１
参
照
】

　

男
女
平
等
は
、
日
本
国
憲

法
第
14
条
に
「
す
べ
て
の
国

民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ

っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ

り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は

社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差

別
さ
れ
な
い
」
と
謳
わ
れ
て

い
る
。

　

憲
法
14
条
で
は
、
政
治
、

経
済
、
社
会
的
関
係
に
お
い

て
、
明
確
に
「
差
別
さ
れ
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

女
性
参
画
の
状
況
は
、
参

政
権
や
機
会
均
等
法
、
昨
今

で
は
男
性
の
育
児
休
業
な

ど
、
法
的
整
備
が
は
か
ら
れ

つ
つ
あ
る
現
状
は
、
日
本
の

最
高
法
規
に
定
め
ら
れ
た

「
あ
た
り
前
」
の
こ
と
だ
。

　

私
た
ち
労
働
組
合
も
「
社

会
的
関
係
」
に
お
い
て
、
男

　

自
治
労
は
１
９
９
５
年
に

「
男
女
が
と
も
に
担
う
自
治

労
計
画
」
を
策
定
し
19
年
目

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
「
男
女

平
等
産
別
統
一
闘
争
」
と
し

て
組
織
し
12
年
が
経
過
、
６

月
を
重
点
期
間
と
し
て
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

昨
年
の
大
阪
大
会
で
、「
人

権
問
題
で
も
あ
る
取
り
組

み
、
職
場
、
地
域
、
労
働
組

合
内
の
男
女
平
等
を
推
進
し

て
い
く
」
、「
11
年
間
の
成
果

を
踏
ま
え
、
年
間
を
通
し
た

運
動
へ
と
転
換
す
る
」
こ
と

を
確
認
し
、
通
年
闘
争
と
し

て
位
置
づ
け
さ
れ
た
。
名
称

も
「
男
女
平
等
推
進
闘
争
」

と
な
り
、
道
本
部
は
、
通
年

闘
争
と
し
て
10
年
目
を
迎
え

る
。

　

６
月
を
「
男
女
平
等
推
進

月
間
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
春
闘
期
に
提
出
し
た
要

求
の
積
み
残
し
課
題
の
整
理

や
、
定
期
大
会
で
確
認
し
た

「
一
単
組
一
企
画
」
を
し
っ

か
り
議
論
し
、
全
組
合
員
で

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

2014年度男女平等社会および
職場における男女平等の実現に関する統一要求書（案）
１．男女平等社会実現にむけて
（１�）地域の状況を反映した男女平等基本条例または男女平等参画計画を
制定すること。策定にあたっては、下記事項を盛り込むこと。

ア�　自治体の男女平等行動計画の策定および北京宣言、男女共同参画2000
年プラン、男女共同参画社会基本法を踏まえた行動計画の見直しを行う
こと。
イ�　自治体に設置する公的審議会、各種行政委員会等への女性の登用を進
め、当面の最低目標値を40％とし、50％をめざすこと。また、登用段階
で女性の少ない職名指定など、結果として女性を排除することのないよ
う公正な運用を行うこと。
（２�）「公契約」に基づく民間委託労働者の賃金および労働条件の確保と、
環境・福祉・公正労働・男女平等参画などの社会的価値を実現するた
め、「社会的価値の実現に資するための自治体契約制度のあり方に関す
る基本条例」を制定すること。

〔表１〕資料　男女平等統一要求書【抜粋】

〔表－２〕男女共同参画に関する計画の策定状況（市区町村） （平成25年４月１日現在）

都道
府県

市区町
村数

計画の策定状況 現在策定
していな
い市区町
村のうち
策定検討
中の市区
町村数

策定済
みの市
区町村

数

策定率
（％） 市区町村名

北海道 179 41 22.9

札幌市 函館市 小樽市 旭川市 室蘭市 釧路市 帯広市 北
見市 岩見沢市 網走市 留萌市 苫小牧市 稚内市 美唄市 
芦別市 江別市 紋別市 士別市 名寄市 根室市 千歳市 滝
川市 深川市 富良野市 登別市 恵庭市 伊達市 北広島市 
石狩市 七飯町 八雲町 倶知安町 余市町 美幌町 白老町 
安平町 様似町 新ひだか町 士幌町 芽室町 中札内村

３

宮城県 35 15 42.9
仙台市 石巻市 気仙沼市 白石市 多賀城市 登米市 栗原
市 大崎市 柴田町 亘理町 利府町 大和町 富谷町 加美町 
美里町

５

茨城県 44 43 97.7

水戸市 日立市 土浦市 古河市 石岡市 結城市 龍ケ崎市 
下妻市 常総市 常陸太田市 高萩市 北茨城市 笠間市 取
手市 牛久市 つくば市 ひたちなか市 鹿嶋市 潮来市 守
谷市 常陸大宮市 那珂市 筑西市 坂東市 稲敷市 かすみ
がうら市 桜川市 神栖市 行方市 鉾田市 つくばみらい
市 小美玉市 茨城町 大洗町 城里町 東海村 大子町 美浦
村 阿見町 河内町 八千代町 五霞町 境町

１

埼玉県 63 61 96.8

さいたま市 川越市 熊谷市 川口市 行田市 秩父市 所沢
市 飯能市 加須市 本庄市 東松山市 春日部市 狭山市 羽
生市 鴻巣市 深谷市 上尾市 草加市 越谷市 蕨市 戸田市 
入間市 朝霞市 志木市 和光市 新座市 桶川市 久喜市 北
本市 八潮市 富士見市 三郷市 蓮田市 坂戸市 幸手市 鶴
ヶ島市 日高市 吉川市 ふじみ野市 白岡市 伊奈町 三芳
町 毛呂山町 越生町 滑川町 嵐山町 小川町 川島町 吉見
町 鳩山町 ときがわ町 皆野町 長瀞町 小鹿野町 東秩父
村 美里町 神川町 上里町 寄居町 宮代町 杉戸町 松伏町

２

東京都 62 51 82.3

千代田区 中央区 港区 新宿区 文京区 台東区 墨田区 江
東区 品川区 目黒区 大田区 世田谷区 渋谷区 中野区 杉
並区 豊島区 北区 荒川区 板橋区 練馬区 足立区 葛飾区 
江戸川区 八王子市 立川市 武蔵野市 三鷹市 青梅市 府
中市 昭島市 調布市 町田市 小金井市 小平市 日野市 東
村山市 国分寺市 国立市 福生市 狛江市 東大和市 清瀬
市 東久留米市 武蔵村山市 多摩市 稲城市 羽村市 あき
る野市 西東京市 瑞穂町 日の出町

０

石川県 19 19 100.0
金沢市 七尾市 小松市 輪島市 珠洲市 加賀市 羽咋市 か
ほく市 白山市 能美市 野々市市 川北町 津幡町 内灘町 
志賀町 宝達志水町 中能登町 穴水町 能登町

０

山梨県 27 21 77.8
甲府市 都留市 山梨市 大月市 韮崎市 南アルプス市 北
杜市 甲斐市 笛吹市 上野原市 甲州市 中央市 市川三郷
町 早川町 身延町 南部町 昭和町 西桂町 忍野村 山中湖
村 富士河口湖町

４

三重県 29 26 89.7
津市 四日市市 伊勢市 松阪市 桑名市 鈴鹿市 名張市 尾
鷲市 亀山市 鳥羽市 熊野市 いなべ市 志摩市 伊賀市 東
員町 菰野町 朝日町 川越町 多気町 明和町 大台町 玉城
町 南伊勢町 紀北町 御浜町 紀宝町

３

大阪府 43 43 100.0

大阪市 堺市 岸和田市 豊中市 池田市 吹田市 泉大津市 
高槻市 貝塚市 守口市 枚方市 茨木市 八尾市 泉佐野市 
富田林市 寝屋川市 河内長野市 松原市 大東市 和泉市 
箕面市 柏原市 羽曳野市 門真市 摂津市 高石市 藤井寺
市 東大阪市 泉南市 四條畷市 交野市 大阪狭山市 阪南
市 島本町 豊能町 能勢町 忠岡町 熊取町 田尻町 岬町 
太子町 河南町 千早赤阪村

０

鳥取県 19 19 100.0
鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 岩美町 若桜町 智頭町 八
頭町 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 日吉津村 大山町 
南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町

０

愛媛県 20 19 95.0
松山市 今治市 宇和島市 八幡浜市 新居浜市 西条市 大
洲市 伊予市 四国中央市 西予市 東温市 上島町 久万高
原町 松前町 砥部町 内子町 伊方町 鬼北町 愛南町

１

福岡県 60 50 83.3

北九州市 福岡市 大牟田市 久留米市 直方市 飯塚市 田
川市 柳川市 八女市 筑後市 大川市 行橋市 豊前市 中間
市 小郡市 筑紫野市 春日市 大野城市 宗像市 太宰府市 
古賀市 福津市 うきは市 宮若市 嘉麻市 朝倉市 みやま
市 糸島市 那珂川町 宇美町 志免町 芦屋町 水巻町 岡垣
町 遠賀町 鞍手町 筑前町 東峰村 大刀洗町 大木町 香春
町 添田町 糸田町 川崎町 大任町 赤村 福智町 苅田町 
みやこ町 築上町

５

大分県 18 16 88.9
大分市 別府市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 
豊後高田市 杵築市 宇佐市 豊後大野市 由布市 国東市 
日出町 九重町 玖珠町

２

沖縄県 41 18 43.9
那覇市 宜野湾市 石垣市 浦添市 名護市 糸満市 沖縄市 
豊見城市 うるま市 宮古島市 南城市 宜野座村 読谷村 
嘉手納町 北谷町 西原町 南風原町 竹富町

２

〔表―３〕男女共同参画に関する条例の制定状況（市区町村）

〔表－４〕市区町村における男女共同参画の宣言の状況

（平成25年４月１日現在）

（平成25年４月１日現在）

都道
府県

市区町
村数

条例の制定状況
制定済と
回答した
市区町村

数

制定率
（％） 市区町村名

北海道 179 18 10.1
札幌市 函館市 旭川市 釧路市 北見市 苫小牧市 稚内市 美唄市 江別
市 士別市 恵庭市北斗市 七飯町 倶知安町 余市町 様似町 士幌町 芽
室町

宮城県 35 11 31.4 仙台市 石巻市 塩竈市 気仙沼市 白石市 岩沼市 登米市 大崎市 柴田
町 大和町 富谷町

茨城県 44 25 56.8
水戸市 日立市 土浦市 古河市 石岡市 結城市 龍ヶ崎市 下妻市 常総
市 常陸太田市 笠間市 取手市 牛久市 つくば市 ひたちなか市 潮来
市 守谷市 筑西市 坂東市 稲敷市 神栖市 つくばみらい市 小美玉市 
東海村 阿見町

埼玉県 63 32 50.8
さいたま市 川越市 熊谷市 川口市 行田市 所沢市 加須市 東松山市 
春日部市 鴻巣市 上尾市 草加市 越谷市 蕨市 入間市 朝霞市 志木市 
和光市 新座市 桶川市 久喜市 北本市 八潮市 富士見市 三郷市 坂戸
市 鶴ヶ島市 吉川市 嵐山町 川島町 上里町 松伏町

東京都 62 21 33.9
港区 新宿区 墨田区 江東区 目黒区 中野区 豊島区 北区 板橋区 足立
区 葛飾区 立川市 三鷹市 小金井市 小平市 日野市 東村山市 国分寺
市 東大和市 清瀬市 羽村市

石川県 19 19 100.0
金沢市 七尾市 小松市 輪島市 珠洲市 加賀市 羽咋市 かほく市 白山
市 能美市 川北町 野々市市 津幡町 内灘町 志賀町 宝達志水町 中能
登町 穴水町 能登町

三重県 29 15 51.7 津市 四日市市 伊勢市 松阪市 桑名市 鈴鹿市 名張市 尾鷲市 亀山市 
鳥羽市 いなべ市 志摩市 伊賀市 多気町 南伊勢町

大阪府 43 28 65.1
大阪市 堺市 岸和田市 豊中市 池田市 吹田市 泉大津市 高槻市 守口
市 枚方市 八尾市 富田林市 河内長野市 大東市 和泉市 柏原市 門真
市 藤井寺市 東大阪市 泉南市 四條畷市 大阪狭山市 島本町 忠岡町 
熊取町 田尻町 岬町 河南町

鳥取県 19 18 94.7
鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 岩美町 若桜町 智頭町 八頭町 三朝町 
湯梨浜町 琴浦町 北栄町 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 江
府町

愛媛県 20 6 30.0 松山市 今治市 宇和島市 新居浜市 大洲市 鬼北町

福岡県 60 40 66.7

北九州市 福岡市 大牟田市 久留米市 直方市 飯塚市 田川市 八女市 
筑後市 行橋市 豊前市 小郡市 筑紫野市 春日市 大野城市 宗像市 太
宰府市 古賀市 福津市 うきは市 嘉麻市 朝倉市 糸島市 那珂川町 岡
垣町 遠賀町 鞍手町 筑前町 東峰村 大刀洗町 香春町 添田町 糸田町 
川崎町 大任町 赤村 福智町 苅田町 みやこ町 築上町

大分県 18 15 83.3 大分市 別府市 日田市 佐伯市 臼杵市 津久見市 竹田市 豊後高田市 
杵築市 宇佐市 豊後大野市 由布市 国東市 日出町 玖珠町

沖縄県 41 10 24.4 那覇市 石垣市 浦添市 名護市 糸満市 沖縄市 豊見城市 宜野座村 西
原町 竹富町

都道
府県

市区
町村数
（a）

男女共同参画宣言の実施状況

宣言
市町村数

（b）
実施率

（b/a％） 市　区　町　村　名うち
国との共催
事業実施市
町村数

北海道 179 0 0 0.0

秋田県 25 8 5 32.0 *能代市 *横手市 *男鹿市由利本荘市 
*潟上市*大仙市にかほ市羽後町

山形県 35 6 1 17.1 *山形市村山市　天童市大江町川西町
白鷹町

茨城県 44 10 8 22.7
*水戸市*土浦市　*古河市*結城市*つく
ば市*潮来市*守谷市*筑西市つくばみ
らい市　美浦村

東京都 62 13 6 21.0
*杉並区*豊島区八王子市*立川市三鷹
市*府中市昭島市町田市小金井市*日野
市東大和市東久留米市*羽村市

富山県 15 3 1 20.0 *高岡市　黒部市　砺波市

石川県 19 4 3 21.1 七尾市*小松市*加賀市*白山市

福井県 17 9 9 52.9
*福井市*敦賀市*勝山市　*鯖江市　*越
前市*坂井市*永平寺町*南越前町*越前
町

静岡県 35 8 2 22.9 富士宮市*島田市*富士市　焼津市　掛
川市　藤枝市　御殿場市　御前崎市

三重県 29 7 0 24.1 津市四日市市伊勢市松阪市鈴鹿市名
張市伊賀市

広島県 23 5 3 21.7 *呉市竹原市大竹市　*安芸高田市　
*熊野町

福岡県 60 10 7 16.7
久留米市*八女市*行橋市*筑紫野市春
日市*大野城市*福津市*那珂川町　*苅
田町築上町

熊本県 45 11 8 24.4
*八代市　*荒尾市*水俣市*菊池市　*上
天草市*宇城市*天草市*合志市　大津
町菊陽町　益城町



第２０９４号� ���2014年５月21日・６月１日合併号

　

道
本
部
に
来

て
１
カ
月
半
が

経
過
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
専
従

生
活
も
や
っ
と

感
覚
を
取
り
戻

し
、
初
め
て
の

札
幌
生
活
も
少

し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
も
の

の
、
未
だ
に
慣
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
歩
道
を
猛

ス
ピ
ー
ド
で
走
る
自
転
車
で

あ
る
。
通
勤
途
中
に
何
度
か

ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
ヒ
ヤ

リ
と
す
る
体
験
を
し
た
。

　

自
分
が
注
意
し
て
い
て
も

相
手
が
注
意
し
て
く
れ
な
い

と
ど
う
に
も
な
ら
な
い
が
、

周
囲
を
気
に
せ
ず
、
涼
し
い

顔
を
し
て
通
り
過
ぎ
る
自
転

車
が
非
常
に
多
い
。

　

安
倍
首
相
も
同
じ
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
間
の
政
権
運

営
を
見
て
い
る
と
国
民
の
声

な
ど
気
に
せ
ず
に
自
分
の
主

義
主
張
に
沿
っ
て
突
き
進
む

姿
は
暴
走
す
る
自
転
車
と
同

じ
だ
。

　

権
力
を
持
っ
て
い
れ
ば
何

で
も
出
来
る
と
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

憲
法
の
解
釈
改
憲
問
題
や

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

な
ど
今
後
も
理
不
尽
な
攻
撃

が
続
く
か
も
し
れ
な
い
が
、

大
き
な
力
に
負
け
な
い
た
め

に
も
私
た
ち
自
身
が
諦
め
ず

に
声
を
上
げ
、
行
動
し
続
け

る
こ
と
が
重
要
だ
。

�

（
竹
中　

慶
吉
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

活動を再開した赤平市職労青年部の仲間＝３月14日、赤平市

【
空
知
地
本
発
】３
月
14
日
、

赤
平
市
職
労
青
年
部
設
立
総

会
で
、
休
部
中
で
あ
っ
た
青

年
部
の
活
動
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

赤
平
市
で
は
、
財
政
危
機

な
ど
を
理
由
と
し
た
採
用
抑

制
に
よ
り
、
一
般
事
務
職
の

新
規
採
用
が
２
０
１
０
年
ま

で
、
12
年
の
永
き
に
渡
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
間
、
給
与
な
ど
独
自

削
減
や
大
量
の
早
期
退
職
に

よ
り
組
合
員
総
数
が
激
減

し
、
組
合
活
動
も
な
か
な
か

全
体
化
さ
れ
ず
、
か
つ
て
は

活
発
だ
っ
た
青
年
部
も
、
苦

渋
の
決
断
に
よ
り
休
部
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
財
政
が
健

全
化
に
む
か
う
な
か
、
新
規

採
用
も
徐
々
に
増
え
始
め
、

２
０
１
３
年
度
末
時
点
で

は
、
30
歳
以
下
の
若
年
層
組

合
員
数
が
19
人
ま
で
増
え
、

今
年
度
の
新
規
採
用
も
８
人

と
、
よ
う
や
く
回
復
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
青
年
部

の
活
動
が
再
開
さ
れ
た
訳
で

す
が
、
学
習
会
や
研
修
会
を

数
多
く
開
き
、
組
合
員
で
あ

る
こ
と
の
意
識
を
強
く
持
ち

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
少
な
い
人
数
で

す
が
、
皆
何
事
に
も
協
力
し

青
年
部
全
員
で
取
り
組
も
う

と
い
う
団
結
力
が
あ
り
、
今

後
の
発
展
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
赤
平
市
職
労
青
年
部
長
・

畠
山
記
）

新
規
採
用
で
青
年
部
運
動
再
開

　

政
府
は
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
と
し

て
「
配
偶
者
控
除
の
見
直
し

（
廃
止
？
）
に
よ
る
女
性
の

就
労
を
促
進
」
と
い
う
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
は
「
日
本
創

生
会
議
」
な
る
有
識
者
団
体

か
ら
「
２
０
４
０
年
ま
で
に

20
～
30
代
の
女
性
が
半
減

し
、
全
国
で
８
９
６
の
自
治

体
が
消
滅
す
る
可
能
性
あ

り
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
各
方
面
で
物
議

を
醸
し
て
い
ま
す
が
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に

対
す
る
危
機
意
識
だ
け
は
立

場
に
よ
ら
ず
国
民
全
体
が
共

有
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
そ
の
た
め
に
出
生

率
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
な

の
は
当
然
と
し
て
も
、
今
現

在
の
子
ど
も
達
を
ど
う
育
て

て
い
く
か
と
い
う
視
点
を
置

き
去
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の

数
が
減
る
一
方
で
増
え
続
け

る
児
童
虐
待
、
貧
困
に
あ
え

ぐ
子
ど
も
や
発
達
障
害
児
の

増
加
な
ど
、
子
ど
も
の
絶
対

数
を
増
や
す
前
に
克
服
し
て

お
く
べ
き
課
題
も
数
多
く
あ

る
こ
と
を
改
め
て
強
調
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

児童虐待・貧困などの
克服が重要課題

㊷

参加者全員で取り組んだ、「檄布」を持つ、（左から）新冠町職・
吉田さん、厚岸町職・大屋さん、瀧口道本部青年部長

総決起集会に450人が参加した

「医療・介護の改悪は許さない」とデモ行進で訴えた＝５月14日、札幌市

高齢者
総決起集会

被
戦
地
オ
キ
ナ
ワ
青
年
の
旅

戦
争
し
て
は
い
け
な
い
！

自
己
責
任
・
負
担
は
許
さ
な
い
!!

　

安
倍
政
権
の
暴
走
が
、
さ
ら
に
加
速
し

て
い
る
。

　

４
月
１
日
、
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
武
器
輸
出
三
原
則
を
放
棄
し
、

原
則
武
器
輸
出
が
可
能
と
な
る
国
へ
と
大

転
換
し
た
。

　

経
団
連
会
長
は
、「
政
府
が
、
武
器
輸

出
三
原
則
等
に
代
わ
る
「
防
衛
装
備
移
転

三
原
則
」
を
定
め
た
こ
と
を
大
い
に
歓
迎

す
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

　

「
武
器
」
を
「
防
衛
装
備
」
と
、「
輸
出
」

を
「
移
転
」
と
言
い
換
え
て
、
国
民
の
目

を
く
ら
ま
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
本

質
は
日
本
が「
死
の
商
人
」に
な
る
こ
と
だ
。

　

６
月
に
パ
リ
で
、
二
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
国
際
的
な
兵
器

の
展
示
会
に
、
日
本

企
業
十
数
社
が
、
早
速
、
初
参
加
す
る
。

戦
後
日
本
が
掲
げ
て
き
た
平
和
主
義
が
、

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
く
。

�

（
５
月
21
日
、
雨
の
函
館
に
て
）

戦
後
日
本
の
平
和
主
義
が
崩
れ
て
い
く

⑨

は
本
日
強
行
採
決
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
参
議
院

で
法
案
の
修
正
は
で
き
な
い

か
民
主
党
と
連
携
し
取
り
組

む
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
集
会
決
議
文
と

特
別
決
議
を
採
択
し
、
終
了

後
、
デ
モ
行
進
を
行
い
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

者
団
体
連
合
の
阿
部
会
長

が
、「
民
主
党
政
権
下
で
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

に
む
け
て
協
議
し
合
意
し
た

が
、
自
公
政
権
で
は
存
続
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
要
支
援

の
市
町
村
事
業
へ
の
移
行
に

対
し
て
自
治
体
要
請
行
動
を

展
開
し
て
き
た
。
衆
議
院
で

は
原
理
原
則
を
逸
脱
し
て
い

る
。
個
人
給
付
と
す
る
よ
う

民
主
党
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
２
０
２
５
年

問
題
に
対
し
て
、
高
齢
者
の

尊
厳
が
確
保
さ
れ
、
地
域
で

生
活
で
き
る
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
に
む
け
て
中
央
と

連
携
し
政
府
に
求
め
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

高
橋
道
議
（
民
主
党
北
海

道
政
策
調
査
委
員
会
委
員
）

は
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

会
長
は
、「
介
護
保
険
制
度
は

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
現
在

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
法

案
は
高
齢
者
に
負
担
を
強
い

る
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
に

よ
っ
て
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
に

差
が
出
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
連
合
北
海
道

工
藤
会
長
が
、「
訪
問
介
護
な

ど
の
市
町
村
事
業
へ
の
移
行

起
集
会
」
が
札
幌
市
・
か
で

る
２
・
７
で
開
か
れ
、
４
５

０
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
上
松

　

５
月
14
日
、
北
海
道
高

齢
・
退
職
者
団
体
連
合
が
主

催
す
る
「
医
療
・
介
護
の
改

悪
を
許
さ
な
い
高
齢
者
総
決

　

５
月
16
日
か
ら
20
日
の
５

日
間
、「
第
21
回
被
戦
地
オ
キ

ナ
ワ
青
年
の
旅
」
が
開
か
れ

た
。

　

こ
の
旅
に
は
全
国
か
ら
他

産
別
も
含
め
20
人
が
参
加

し
、
ひ
め
ゆ
り
資
料
館
・
ガ

マ
追
体
験
な
ど
で
沖
縄
戦
の

事
実
や
、
１
９
９
４
年
に
米

軍
ヘ
リ
が
墜
落
し
た
沖
縄
国

際
大
学
な
ど
を
見
学
し
、
沖

縄
の
基
地
問
題
に
つ
い
て
学

習
し
た
。

　

ま
た
、
基
地
反
対
の
デ
モ

を
行
う
「
５
・
15
オ
キ
ナ
ワ

平
和
行
進
」
に
も
参
加
し
、

現
地
の
方
と
の
交
流
か
ら
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
問
題

点
を
学
習
し
た
。

参
加
者
の
声

◆
戦
争
の
残
酷
さ
痛
感

新冠町職
さん吉田 綱平

　

映
像
や
写
真
な
ど
の
資
料

か
ら
改
め
て
戦
争
の
残
酷
さ

を
痛
感
し
た
。
ま
た
、
メ
デ

ィ
ア
か
ら
は
伝
え
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
、
米
軍
基
地
の
問

題
点
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

◆
戦
争
し
て
は
い
け
な
い

厚岸町職
さん大屋 彩乃

　

街
中
に
当
た
り
前
の
よ
う

に
基
地
が
あ
り
、
驚
愕
し
た
。

戦
争
の
歴
史
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
戦
争
は
し
て

は
い
け
な
い
と
、
戦
争
の
知

ら
な
い
私
た
ち
が
持
ち
続
け

る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
。

改
革
は
自
公
政
権
で
変

質
を
し
、
自
己
責
任
、

自
己
負
担
へ
と
む
か
っ

て
い
る
。
今
集
会
を
含

め
て
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
道
議
会
で
取
り
組

み
を
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

　

中
央
情
勢
報
告
で

は
、
日
本
高
齢
・
退
職


